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Ⅰ．総則 
 

 

Ⅰ-1 施設の目的や基本方針の確立 

地区センターの設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されており、職員が理解してい

るか。 
 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

職員に対し、地区センターの設置目的に基づいた

施設運営上の基本方針が明文化されている。 

レ レ 

職員が、地区センターの設置目的や施設運営上

の基本方針を理解している。 

レ レ 

利用者に対し、地区センターの設置目的や施設

運営上の基本方針を周知している。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。 

 

  

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

定期的に行われるスタッフ会議で、「高速道路設置時に

周辺の光害、排気ガス、騒音等の迷惑に配慮し、地域

のスポーツ振興の場と、近隣住民のための施設として

設置された」という設置目的を周知徹底し、近隣住民

が、スポーツ、レクレーション、クラブ活動等で気軽に利

用できる交流の場として地域コミュニケーションを深

め、新しい人の輪が生まれるようスタッフ全員心がけて

おります。 

 当社は、地元に支えられてきたからこそ現在があり、

指定管理者に申請する際に、今まで蓄積してきた民間

企業のノウハウを駆使し、顧客満足度を上げていくこと

で近隣地域住民に還元していくことを役員会で決定い

たしました。 

「この地域と協調し、この地域のための会館」を当社の

理念でもある「スポーツ・健康・環境（エコ）」をベースに

作っていきたいと考えます。 

具体的には、初心者対象の教室を開催し、スポーツ振

興を図ります。また、当スポーツ会館の存在を知らなか

ったために利用しなかった人たちを掘り起こすために

ホームページを充実させます。 

 しかし、利用料金もなく、無料で利用できる施設であ

るため、横浜市からの指定管理料のみしか原資があり

ません。言葉を換えると、当社の企業努力で改善は難

しいというのが現状ですが、少ない予算を最大限に活

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

１．利用者には、横浜市地区センター条例に基づいた当社の基

本方針を館内に箇条書きで次の通り明文化されております。 

①近隣地域住民の活動拠点としてできるだけニーズを取り入

れ、利便性を図る。 

②限られた原資を有効活用し、顧客満足度を上げる。 

③自主事業による今まで施設を利用したことのない近隣住民

の掘り起こしによる実態利用者数の増加を図る。 

④設置目的に伴う公共性を担保する。 

職員に対してのみでなく、「利用案内」の最初にも掲げ利用者

に明示しています。 

しかし、できればホームページにも掲載することが望まれま

す。 

なお、Ⅲ-16 項「自主事業における独自の工夫」、Ⅳ項「その

他」で述べられている想いを、法人の強みを活かすものとして、

更に理念や方針として明確にして取り込まれることが望まれま

す。 

2．スタッフインタビューによれば、設置目的、基本方針、設置の

経緯も理解されていると認められます。 

3．館内に「基本方針」と共に「利用者のみなさまへ」とのメッセー

ジを掲示し、運営に対する考え方を、より具体的に案内し、利用

者に周知していると認められます。 

なお、ホームページにも館内同様の掲載が望まれます。 

Ⅰ．総則 
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用すべく、当社が３スポーツ会館を管理運営しているス

ケールメリットと当社のバックグラウンドを生かし、管理

運営していきます。 

利用者には、横浜市地区センター条例に基づいた当

社の基本方針を箇条書きで下記の通り、明記していま

す。 

１．近隣地域住民の活動拠点としてできるだけニーズを

取り入れ、利便性を図る。 

２．限られた原資を有効活用し、顧客満足度を上げる。 

３．自主事業による今まで施設を利用したことのない近

隣住民の掘り起こしによる実態利用者数の増加を図

る。 

４．設置目的に伴う公共性を担保する 

 

【改善すべき点・課題等】 

本来、近隣住民のための施設であるので、今後、区や

地元と協議の上、利用資格や応募方法を地元近隣住

民の優位性を確立できないか検討していきたいと考え

ます。 

【特記事項】 

当指定管理者は、時代ニーズに合った「スポーツ・健康・環境

（エコ）」を社の理念として、施設や環境だけではなく、卓越したテ

ニス技術の指導及び実戦経験も豊富なコーチングスタッフを有

しています。 

そのようなスタッフのもとで、当小机スポーツ会館含めた計３

スポーツ会館の管理運営を行っております。そのスケールメリッ

トは強みでもあります。 

上述のような背景の中で、一人一人の体力や目的に応じた指

導をもとに、「楽しさ」「上達」「交流」等を目指して行っていること

は 独自の取組として、よりよいサービスを提供していることが

認められます。 
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Ⅰ-2 施設目的の達成度 

施設の管理運営を通して、施設目的を達成できているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

利用者にとって公平・公正に利用できるシステム

を構築している。 

レ レ 

地域住民が自主的な活動を行うための支援や交

流の場づくりを行っている。 

レ レ 

地区センターの働きかけにより、サークル活動化

に発展した例がある。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

「ピュアキッズテニス教室」に参加してくださっている保

護者のネットワーク（サークル化）ができ、保護者と子

供でテニスコートをとり、テニスを行うようになりました。

会館としては、通常貸し出さない自主事業専用スポン

ジボールを特別に貸し出し、活動の手助けをしていま

す。 

 また、コミュニティスポーツ（テニスと卓球の地元交流

会）は、小机スポーツ会館の大きな特徴となっており、

この教室・大会を通じて、サークル活動が活発になって

おります。指導員は、当会館を利用している実力者に

お願いし、指導していただいています。 

また、利用者が公平公正になるよう現場スタッフ複数も

しくは㈱ＡＬＴＣスタッフ立会い、地元自治会で構成する

委員会（指定管理者に対するオブザーバー）の下、抽

選を行っています。新しくできたサークルは、軌道に乗

るように配慮はしています。（抽選で外れてもできるだ

け空き情報を伝えています 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.「スポーツ会館案内」により、申し込み及び決定方法が案内さ

れています。施設利用予約は、月１コマの申し込み予約を前月２

０日に抽選して、公平にしています。 

テニスのスポンジボールやラケットの備え付けで利用者の便

宜を図っています。 

2．地域青少年指導員の協力によるテニスにおけるプレイ方法

の組み合わせ方、知らない人との組み合わせ方などのノウハウ

の提供、そして自主事業で「ピュアキッズテニス教室」、「コミュニ

ティスポーツ（教室）」、「合気道教室（親子）」などの開催を通じ

て、世代間交流・サークル活動化の場づくりを行っていると認め

られます。    

3．なお、地域住民の要望で設立された施設であり、住民の協力 

で運営され、交流の場となっているものの、今後は、新規サーク

ル立ち上げ支援として、優先利用枠を設けるなどの、より積極的

な対応の検討が望まれます。 

【改善すべき点・課題等】 

卓球サークルなどの活動が活性化されているが、自由

利用時間帯に独占してしまうケースや初心者の参加し

にくい状況がうまれている現状があります。 

 今後、運営協力費の廃止に伴い、自由利用の時間帯

の廃止を検討し、実行していきたいと考えます。また、

廃止に伴う利用者モラルの低下を防ぐため、無断キャ

ンセルや直前キャンセル等には、ペナルティを考え、毅

然とした態度で対応します。団体登録等につきましても

前向きに検討していきたいと考えます。 

【特記事項】 

施設目的の達成のため、会館としては、通常貸し出さない自主

事業専用スポンジボールを特別に貸し出し、活動の手助けを行

っていることは 独自の取組として、よりよいサービスを提供して

いることが認められます。 
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Ⅰ-3 職員の勤務実績・配置状況 

 管理職を含む常勤職員及び非常勤職員の勤務実績、配置状況は適切か。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

各業務に対し、必要最低限の職員を配置してい

る。 

レ レ 

各職員は、他の職員の業務状況を適切に把握し

ている。 

レ レ 

Ｂ 事業計画書等の職員体制と実際の体制に相違が

ない。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

開館時間の9 時にお客様を気持ちよく迎えられるように

30 分前の出社とし、清掃と安全面で不備がないかチェ

ックを行うこととしました。勤務は、常に 1 人体制のた

め、不慮の事故による遅刻や欠勤等に対応できるよう

に朝、出社時に弊社に連絡を入れる事を義務付け、確

実に通常の勤務が行われているかのチェック機能を作

りました。病気等で勤務が困難になった場合は、臨機

応変に現場スタッフ間で調整することにしています。も

し、調整がつかない場合はＡＬＴC 本社より派遣します。 

閉館前には日報をファックスで送ってもらい、スポー

ツ会館と本社間で密に連絡を取り合うようにし、その日

行われた業務内容をチェックするようにしています。ま

た、現場とのコミュニケーションを密にとり、問題点の抽

出を迅速に行えるように携帯電話も設置しました。 

日々の定型業務については、業務詳細を基準とし、

労働の標準化を図っています。また、各業務に担当制

を引いており、責任所在の明確化を図っています。 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1．「小机スポーツ会館事業計画書」通り、午前、午後、夜間、各

１名のスタッフの配置及び交代勤務で６名のスタッフが配置され

ています。 

 

2.. 一人体制なので、他の人との連絡は日誌を主にし、併せて引

継ぎ時の申し送りで情報を伝えています。 

閉館時には必ず業務報告を指定管理者本社に送付することで、

本社でも確実に毎日の業務を把握しています。 

 

3.月度別時間帯勤務表、年間スタッフ出勤簿そして（引継時の申

し送りができるフォーマットの）日報により全職員が他の職員の

仕事内容を把握できる工夫が行われております。 

 

4.スタッフ間の調整がつかない場合は、ALTC本社からの人の派

遣がなされるような仕組みになっております。 

【改善すべき点・課題等】 

1 人体制だと事務所を長時間開けられないということか

ら日々の清掃や繁忙時期（時間）の接客対応が手薄に

なってしまうため、自主事業などで余剰のお金を出す

努力をし、人件費に充当する事が出来れば、繁忙期に

従業員数を増やし、顧客満足度の向上が図れると考え

ます。 

【特記事項】 

 

 



横浜市地区センター評価シート 

5 

Ⅰ-4 職員のマナー 

 利用者が気持ちよく利用できるよう、利用者に対する職員の接客マナーは適切か。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

利用者が職員だと判別できるよう、名札を着用し

ている。 

レ レ 

職員の服装は適切である。 

 

レ レ 

電話応対の際、施設名及び職員名を名乗ってい

る。 

レ レ 

挨拶や対応の際の言葉遣いや態度が丁寧であ

る。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

㈱ALTC のフロントマニュアルを参考にスタッフ全員で

現場での実情に合わせ、小机スポーツ会館独自のマ

ニュアルを作成しています。 

そのマニュアルを共有した上で、スタッフは、他スタッフ

の接客態度やお客様の満足度を客観的に評価、問題

点や見習うべき点等を無記名メールで館長宛に送れる

体制をとっています。そして、館長の判断で、ミーティン

グで議題にあげたり、すぐ取り入れることのできるもの

は現場に指示を出します。良いものは良い、悪いもの

は改善というスタイルをスタッフ全員で持つこととし、Ｃ

Ｓ向上を心がけています。 

また、スタッフミーティングで、接遇に関する問題点

の洗い出しを行い、全員で問題点の共有を行い、日々

の現場対応にフィードバックしています。華美な服装は

避け、作業がしやすいということだけではなく、接客業

務として失礼のないように清潔なものを着用するように

しています。 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 
1.名札の着用、スタッフの服装、電話対応での職員名の名乗り、

挨拶や言葉遣いなど、何れも適切です。 

 

2.「スタッフミーティングで、接遇に関する問題点の洗い出しを行

い、全員で問題点の共有を行い、日々の現場対応にフィードバ

ック」と左記に記されておりますが、今後の継続性も期待されま

す。 

 

3.案内や受付にホームページやメールの活用を検討しています

が、利用者のニーズもあり積極的に導入することが期待されま

す。 

 

【改善すべき点・課題等】 

電話回線が 1 本のため、どうしても対応を待たせてしま

う時があります。イベントの申し込み等につきまして

は、内線電話として活用している携帯電話を利用する

事を検討します。また、HP・メール等をうまく活用し、現

場での事務処理を軽減し、CS の向上につなげていき

たいと考えます。 

 

【特記事項】 

‘サービス向上のためのアンケート「あなたの声をお聞かせくだ

さい」’、‘ご意見・ご要望等・・こちらまでメールをお送りください’

など、案内や受付そして情報開示にもホームページやメールの

活用がされています。そのことは、今後のメール使用の利用者

層の一層の増加も考えられることから 独自の取組としてよりよ

いサービスを提供していることが認められます。今後とも、ホー

ムページの更なる活用・充実が期待されます。 
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Ⅰ-5 開館の実績 

 仕様書に定められた、もしくは事業計画書等のとおりに開館しているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 仕様書に定められた、もしくは事業計画書等のと

おりに開館している。 

レ  

 

 

A 

レ  

 

 

     A 
Ｂ -   

Ｃ 仕様書に定められた、もしくは事業計画書等のと

おりに開館していない。 

  

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

お客様に開始時間から気持ちよく利用していただくため

に、従業員は、開始時間 30 分前に出社し、準備を始め

ています。また、閉館時は、お客様の都合で多少時間

が遅れることもございますが、お客様の利便性を第一

に考え、臨機応変に対応しています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1．開館・閉館時間も事業計画書とおりであることが、機械警備

の記録及び日誌で確認されました。 

 

2．スタッフは、開館２０から３０分前に出勤し、準備と共に利用者

を屋外に待たせないようしているのは評価できます。 

 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅱ．施設・設備の維持管理 
 

Ⅱ-1 建物・設備の保守点検 

 建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

目に見える損傷等がなく、利用者が常に安全に利

用できる状態に保たれている。 

レ レ 

発見された不具合が適切に処理されている。 レ レ 

Ｂ 事業計画書等のとおり管理が行われている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

週に 1 度程度、㈱ALTC の各館担当者がチェックリスト

に従い目視による確認しています。現場スタッフは、

日々現場用チェックリストによる目視で安全確認をし、

その結果を日報に記載しています。不備があった場合

は、現場スタッフから館長に内線電話としている携帯電

話で連絡します。実態がわかるようにできるだけ写真メ

ールを添付します。そして、区役所地域振興課に報告

をし、指示を仰ぎます。危険度の高い場合は、「危険！

注意」「只今、修理依頼中です。大変ご迷惑をおかけし

ています。」等のポスターを掲示した上で、利用者の安

全を確保し、弊社施設担当社員が迅速に対応するよう

に心がけています。また、予算等の関係ですぐに対応

ができない場合は、再度区役所と協議し、進捗状況・修

理のスケジュール等を利用者に明示し、理解を求めま

す。 

 巡回結果を日報に書いたものはスタッフ全員で共有

します。（異常がない、時間、不備があれば館長に報

告、指示を仰ぐ、ポスターの掲示、修理日の告知等） 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1．「細部チェックシート」、「管理業務チェックシート」、「管理人の

通常業務」があり、建物や設備のチェックがなされています。 

 

2．「小机スポーツ会館管理計画・実績表」により、委託業者によ

る保守点検の年間計画が策定され、実施されています。 

作業終了時には「作業確認書」により報告と検収が行われてい

ます。また本部職員による週１度の「チェックリスト・異常があっ

たら即報告」を用いた施設全体のチェックと結果報告が行われ

ており、併せて建物・設備の保守点検は適切に行われていると

認められます。 

 

3．館内視察によれば、利用者が安全に利用できる状態が維持

されていると認められます。 

 

4．発見された不具合は、軽微なものは法人の施設担当職員、

それ以外のものは区への相談が迅速適切に行われていると認

められます。 

 

5．点検で不具合が発見された場合は、本部に写真付きのＥメー

ルで報告しているのは、迅速性と確実性の観点から評価できま

す。 

 

6．指定管理者以前の改修でトイレの構造が使い難くなっていた

のを、仕切りの再設置で改良し、更にスポーツ室窓の遮光カー

テンは漏れる光との関係で、黒色ではうまくないので、薄茶色に

Ⅱ．施設・設備の維持管理 
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変更したなど工夫と努力が伺われます。 

【改善すべき点・課題等】 

今後は、緊急性や安全確保等の理由で、役所に連絡を

取る前にでも対応しなければいけないもの（事後に報

告）、役所に事前に確認を取らなくてはいけないもの等

のルール作りをする必要があると考えます。（例えば、

非常に危険な状況な時は、現場の判断で対応しなけれ

ばいけない場合もあります。→安全性の担保） 

ケーススタディとして、現場スタッフの判断力の向上も

大切だと考えます。 

【特記事項】 
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Ⅱ-2 備品の管理 

 施設の備品が適切に管理されているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

備品台帳に記された備品がすべて揃っている。 レ レ 

地区センターの備品に目に見える損傷等がなく、

良好な状態を保っている。 

レ レ 

Ｂ 地区センターの備品と指定管理者の備品を区別

した備品台帳を作成している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

備品は、通し番号をつけ、備品台帳と備品が番号で一

致するようにしてあります。 

現場で備品台帳を管理し、定期的に館長がチェックしま

す。その時は、備品が良好に保たれているかも確認

し、危険のあるものは修理し、廃棄が必要なものは廃

棄します。 

また、お客様に必要と思われる備品は予算の範囲内で

積極的に購入するようにしています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1..抜き取り検査をしましたが、備品は、通し番号をつけ、備品台

帳と備品とが番号で一致しており確認が出来ております。 

更に、備品を５品、台帳から抽出しましたが、台帳と現品が一

致し存在が確認されました。 

 

2.目視によっても、損傷がなく良好な状態を保っていることを確

認しました。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅱ-3 清掃業務  

 利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届いているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

     A 

事業計画書等のとおり業務が実施されている。 レ レ 

目に見える埃、土、砂、ゴミ、汚れ等がない状態を

維持し、不快感（見た目、悪臭等）を与えず、衛生

的な状態が保持されている。 

レ レ 

消耗品の補充が適切に行われている。 レ レ 

Ｂ －   

Ｃ Ａに該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

1 日 3 ローテーション勤務となっているが、各時間帯で

の管理業務チェックシートに沿って、清掃を行っていま

す。また、内容に個人差が生じないように（初めて勤務

する人でもわかるように）詳細マニュアルが作成してあ

ります。（サービスの平均化） 

トイレットペーパーなどの消耗備品は毎日清掃の

際、確認します。 

体育館のモップがけは利用者にお願いしています

が、利用のない時はスタッフが清掃チェックを兼ねて丁

寧にモップがけをします。 

休館日には、2 ヶ月ごとに専門の清掃業者に依頼し、

床面、体育館床面ワックス、ガラス面、網戸、体育館

梁、流し台、トイレを清掃してもらっています。原則的に

は、作業にスタッフが立ち会い、内容をチェックします。

終了時には「作業確認書」にサインをします。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.日常の清掃は職員が行い、実施及び点検も、日誌にも記録さ

れておりますが、施設内は、ゴミなども落ちてなく、きれいになっ

ていることを確認しました。 

 

2.「管理計画・実績表」により、定期清掃の計画実施及び作業終

了時には「作業確認書」による報告と検収がなされており、適切

と認められます。 

日常清掃に関しては、「業務マニュアル」及び「管理業務チェック

シート」により、適切に実施されていると認められます。 

 

3.消耗品の補充も、「管理業務チェックシート」により、適切になさ

れていると認められます。 

 

4.施設内は整理、整頓、清潔な状態が維持されていると認めら

れます。 

 

5.１人勤務なので、異性のトイレは点検しにくいことも考えられま

す。ついては、「点検中」の看板・名札の設置等を行い対応する

ことも考えられます。 

【改善すべき点・課題等】 

 

【特記事項】 
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Ⅱ-4 警備業務  

 安全で安心感のある環境を確保しているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ B に該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

鍵の管理方法が明確になっている。 レ レ 

日常、定期的に館内外の巡回を行い、事故や犯

罪を未然に防止するように努める。 

レ レ 

Ｂ 事業計画書等のとおり業務が実施されている（機

械警備の設置状況の確認等）。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

退出時（一人勤務体制のため、清掃等で事務所を空け

る場合）には必ず事務所の鍵をかけていくことを徹底し

ています。 

また、現金等は常に金庫の中に入れ、個人情報に関

する資料はキャビネットに管理されています。鍵は金庫

の中に管理してあります。館内の定期巡回は 4 時間毎

に行います。その際は、不審者・不審物の有無、利用し

ていない部屋の消灯、館の外回りを目視し異常の有無

を確認します。 

開館時以外は機械警備による管理をし、異常があっ

た場合は、警備会社が直行します。機械警備（本体及

びセンサー等）は年に一度警備会社が不備のないよう

チェックしています。 

夜の時間は、男性の勤務にしています。（防犯上の措

置）カラーボールを設置しており、今後はダミーの防犯

カメラ（本物は予算内では難しい）等の設置を検討して

いきます。夜間は危険防止のため、利用者以外のトイ

レ等の利用をお断りしています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.事業計画書とおり夜間は警備保障会社による機械警備がなさ

れており、「月次報告」により、適切に実施されていると認められ

ます。 

 

2.「機械警備システム点検作業報告書」により、機械警備装置の

定期的な点検が実施されています。 

 

3.鍵の管理方法も確認され、明確になっています。 

 

4.館内の見回りは、午前、午後、夜間各１回行われ、「日誌」に巡

視結果を記載するようにしています。 

 

5. （ダミー含む）防犯カメラの設置については、費用面からの配

慮も必要ですが、検討することは良いことです。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅱ-5 外構施設の保守点検業務 

⇒該当施設のみ評価を実施する 

 外構施設が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

目に見える損傷等がなく、利用者が常に安全に利

用できる状態に保たれている。 

レ レ 

発見された不具合が適切に処理されている。 レ レ 

Ｂ 事業計画書等のとおり業務が実施されている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

日々の 4 時間に 1 度の定期巡回によるチェックとは別

に、週に 1 度、㈱ALTC の各館担当者と館長がチェック

リストに従い目視による確認しています。チェックリスト

は、毎日確認するもの（安全性・緊急性）、１週間に１度

確認するもの、１か月に１度確認するもの、半年に一度

確認するもの、年に１度確認するもの（㈱ＡＬＴC の年間

予定表に期日を記載）と区別し、チェック日を作り、実行

しています。 

 異常の無い場合は、日報に「異状なし」と明記します。 

 危険があるとスタッフが判断した場合は、即座に使用

を禁止します。危険があるかないかに係わらず、不備

が生じた場合は、区役所地域振興課若しくは中日本高

速道路株式会社に報告相談をし、指示を仰ぎます。 

ポスター等の掲示等利用者の安全を確保した上で、

弊社施設担当社員が迅速に対応するように心がけて

います。また、予算等の関係ですぐに対応ができない

場合は、再度区役所と協議し、進捗については公表し

ています。 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.日常的には午前、午後、夜間１回の定期巡回によるチェックの

実施と、そして「日誌」による、異常がなくても「異常なし」の報

告、更にまた週１度の本部職員によるチェックという三重のチェ

ック体制を取っており、保守点検は適切になされていると認めら

れます。 

 

2.不具合が発見された場合の処理は、Ⅱ－１項と同様、適切で

あると認められます。 

 

3.以上より、利用者が安全に利用できる状態が維持されている

と認められます。 

 

【改善すべき点・課題等】 

何も問題がない場合でも「異状なし」と記載することで、

巡回実施の有無が確認できるように徹底しました。 

 

【特記事項】 

..「不具合としてテニスネット支柱の劣化を発見し、区に報告する

ことにより、区費用で交換した事例もありましたが、いずれにして

も、区との報連相が円滑になされていることを確認しました。今

後ともより良い関係の継続を期待してます。  
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Ⅱ-6 植栽・樹木等の維持管理業務 

⇒該当施設のみ評価を実施する 

 施設内の植栽・樹木等が適切に管理され、利用者が快適に過ごせるような良好な景観が保たれて

いるか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

落葉や雑草の繁茂等が放置されておらず、美観

が保持されている。 

レ レ 

植栽に不具合が生じた際は適切に処理されてい

る。 

レ レ 

Ｂ 事業計画書等のとおり業務が実施されている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

定期的に除草や植栽し、美観を損なわないようにして

います。 

 落ち葉や雑草等の清掃は、原則、㈱ＡＬＴC のスタッフ

が行いますが、スタッフミーティングの後等に現場スタ

ッフも参加し、全員で行うことにより、会館をスタッフ全

員で美化管理をしている意識を共有しています。年末

には、スタッフ全員で大掃除を行います。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

敷地の大半が舗装され植栽は少ないのですが、スタッフミー

ティングの後、適宜全員で外構の除草・清掃を行ったりして毎年

１回事業計画書通りに手入れ及び管理されていると認められま

す。 

 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅱ-7 ゴミゼロ推進運動への取組 

 横浜Ｇ30プランに則ったゴミゼロ推進運動へ取り組んでいるか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

ごみの発生抑制に取り組んでいる。 レ レ 

再利用・再使用に取り組んでいる。 レ レ 

リサイクルに取り組んでいる。 レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

ミスコピー・掲示期限の終了したポスター等はメモ等に

活用し、ゴミを少なくする努力をしています。 

 不要になったテニスボールは、「スポーツオーソリテ

ィ」に寄付し、有効活用していただいています。㈱ＡＬＴC

としては、独自にＮＰＯグローバルスポーツアライアン

スの取り組みに賛同し、不要になったボールを寄付し、

難聴者に対する金属音による障害防止活動に取り組

んでおります。（難聴の人がイスや机の脚と床によって

起こる金属音により、数分間耳が聞こえなくなる現象を

防ぐためにテニスボールを脚につける活動） 

ゴミは横浜市の掲げるＧ３０に準じて分別し、リサイク

ルに取り組んでいます。 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.横浜市の環境方針にもとづき、館内で発生したゴミは持ち帰る

よう掲示し、利用者に協力を呼びかけています。 

 

2.裏紙の活用、左記の使い古したテニスボールの小学校への寄

附による有効活用等、Ｇ３０に沿った管理運営がなされていると

認められます。 

 

 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

【特記事項】 

上記の使い古したテニスボール（を小学校等で難聴の人がイ

スや机の脚と床によって起こる金属音により、数分間耳が聞こ

えなくなる現象を防ぐためにテニスボールを脚につける活動へ）

の有効活用は、社会貢献活動として高く評価できます。 
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Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上 
 

Ⅲ-1 利用実績及び施設の稼動率 

評価実施直前の 2 年間の施設稼働率及び利用実績の推移につき、半期毎(4 月から 9 月、及び 10

月から 3月)の状況を確認する。 

 

（1）施設の利用者数 

期間 
全体 団体利用 個人利用 

施設稼働率 総利用者数 利用者数 利用者数 

Ｈ19 10～ 3 月 90.7％ 9263 人 人 9263 人 

Ｈ19 4～ 9 月 89.9％ 9430 人 人 9430 人 

Ｈ20 10～ 3 月  87.7％ 8777 人 人 8777 人 

Ｈ20 4～ 9 月 88.4％ 8996 人 人 8996 人 

 

（2）利用内訳 

部屋については、施設の実態に合わせて記載する。（地区センターの体育室又はレクホールは個人

利用が必須となっている） 

また、対象期間が H17・18年度の場合は、コミュニティハウス及び集会所を除く。 

 

部
屋 

期間 
団体利用 個人利用 

施設稼働率 利用者数 利用者数 

体
育
室 

H19 10 ～ 3 月 ％ 6228 人 人 

H19 4 ～  9 月 ％ 6369 人 人 

H20 10 ～ 3 月 ％ 6109 人 人 

H20 4 ～  9 月 ％ 6147 人 人 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

H19 10 ～ 3 月 ％ 2894 人 

 

H19 4 ～  9 月 ％ 3202 人 

H20 10 ～ 3 月 ％ 2768 人 

H20 4 ～  9 月 ％ 2849 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

Ⅲ．運営業務及びサービスの質の向上 
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（利用内訳続き） 

部
屋 

期間 
団体利用 個人利用 

施設稼働率 利用者数 利用者数 

 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

H   ～  月 ％ 人 

 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 【特記事項】 

 下表「◎自主事業利用者数の増加への取組み表」のと

おり利用者数を向上させるための工夫として前年度より

自主事業の数、回数を増やしたことにより、延参加人員

が、大幅に増えており、利用者数の増加につながってい

ることが確認できます。自主事業の内容等については、

Ⅲ-15「自主事業の適切な実施」をご参照下さい。 

【改善すべき点・課題】 

会議室が、現在、体育室を使う方の待機場所にな

っており、既得権としてイメージされる方がおり、ト

ラブルの原因となっております。今後、運営協力費

を廃止されることにより、さらに既得権化すること

がないようモラルダウンを防ぐべく手段や利用方

法を検討していきます。 

 

【課題への対応方法】 

1.高架下の屋外コートでも雨天時や水溜まりで危険なた

め使えない場合があります。更に一年前と比べて雨天等

悪天候の月日が下表の通り多かったというハンデがあっ

たにもかかわらず、下記「◎自主事業利用者数の増加へ

の取組み表」のとおり自主事業利用者は増加してます。

結果的に９０％前後の稼働率を維持していることは、地

域の人たちに支持されているものとして評価できます。 

(雪天候含む)雨天日数          （単位：日） 

 H19年度 H20年度 差 

10～3月 35 45 10 

4～9月 52 62 10 

◎自主事業利用者数の増加への取組み表  

 H19年度 H20年度 

事業数 6 9 

回数  約25回    50回 

延参加人員  326人  1,032人 

2．ミーティングルームは現在管理の対象としていませ

ん。しかし他と同じ市民利用施設として管理の対象とし、

狭さとの板挟みはありますが、今後サークル化推進や、

地域施設・団体との連携で利用者数の増加を目指すな

どその有効活用への前向きな検討が望まれます。 
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Ⅲ-2 利用しやすい受付案内の実施 

 利用者が利用しやすい受付案内を実施しているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

     A 

受付窓口を設置し、受付スタッフがいる。 レ レ 

電話やＨＰ等により、利用相談を受付けている。 レ レ 

スタッフが利用者の相談に適切に対応できるよ

う、応対サービス等の研修体制を確立している。 

レ レ 

施設の空き状況に関する情報を利用者に随時提

供できるよう資料を用意している。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

接客の際は、必ず席を立って対応しています。電話等

でお問い合わせがあった場合には、「何の競技（目的）

でご利用ですか？」と聞くようにし、当会館の施設の特

徴を説明した上でご利用いただくようにしています。（例

えば、テニスコートでは、バスケットボールを行う事が

できますが、逆にリングが邪魔をしてテニスにおけるサ

ービスのトスが上げにくい等）また、特に季節による気

温には十分注意しており、決まった場所で定期的に気

温を測り、状況を利用者になるべく伝えるようにしてお

り、熱射病等の発生防止を心がけております。利用者

の要望で購入した業務用扇風機を使って、少ないコス

トで少しでも良い環境を作る努力をしています。 

また、年に 1 度は、㈱ＡＬＴC で行っているＡＮＡ接遇

マニュアルを教材とし、接客の研修を行っています。 

小机スポーツ会館マニュアルの内容を点検し、ＣＳ向

上に努めています。また、クレームは、私たちスタッフ

を成長させてくれるものと位置づけ、スタッフ全員で共

有し、なぜクレームとなったかを検証し、現場の接客方

法を改善しています。原則的にクレームは、現場スタッ

フの判断で対応せず、館長に報告の上、対応すること

としています。（例：スタッフはフレンドリーに振舞ったつ

もりだったが、相手は横柄に感じクレームに繋がった） 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.受付窓口の分かり易さ、スタッフの応対は、何れも適切と

認められます。 

 

2.当館用の「フロントマニュアル」が定められています。そ

の中で「接客対応、電話応対」が具体的に定められており、

スタッフミーティングで確認が行われています。 

 

3.また法人本体は、外部の接遇研修専門会社による接遇研修

を実施していますが、そのノウハウをスタッフ研修で活用す

るなどにより、研修を実施していると認められます。 

 

4.利用者への利用説明資料として、「小机スポーツ会館利用

案内」が用意されています。スタッフは常時１名の体制です

が、受付の対応や電話での利用相談も利用者に不便をかけな

いよう努力していることが確認できます。 

しかし、１人勤務なので、席を外したときなどへの対策と

して、呼び鈴設置や留守電の検討も望まれます。 

【改善すべき点・課題等】 

勤務が 1 人体制であるため、CS には限界があるので

常に優先順位を考えるようにします。１．対面の接客 

２．電話の接客 ３．掃除等 

20 日の抽選発表日には、多くの電話問い合わせや

来館者があり、その際の接客に必要な適正スタッフ人

数を検討していきたいと考えます。 

【特記事項】 

サービスとコストの板挟みについては、横浜市にご相談に

乗って頂きながら解決の方向を見出されるのも一方法では

ないでしょうか？ 
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Ⅲ-3 適切な利用情報の提供 

 すべての利用者が等しく利用情報を得ることができるよう、適切な利用情報の提供を行っている

か。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

     A 

サービスの情報や施設利用案内を記載したパン

フレット・掲示物等を作成している。 

レ レ 

情報提供に当たっては、わかりやすい言葉遣い

や写真・図・絵等を活用し、誰にでもわかるような

工夫を行っている。 

レ レ 

見学などの希望に対応している。 レ レ 

Ｂ 次のすべてに該当する。 レ レ 

 指定管理者の名称や指定期間、概要等について

館内の掲示板やＨＰ等で利用者に周知している。 

レ レ 

 事業計画書・事業報告書を公表している。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

指定管理者名、指定期間、当社の会社概要、スタッフ

の紹介等を HPやポスターで掲示しています。 

また、ＨＰでも見ていただけるようにアドレスを記載し

てあります。館内と同様指定管理者名、指定期間、当

社の会社概要、をしてあります。また、ＰＣをお使いに

ならない方のためにさまざまな情報（自主事業の結果、

案内書、地図、指定管理者名に関する情報、事業計画

書・事業報告書等）をファイルしたものを窓口に置いて

あります。 

また、初めてのお客様でもわかるような地図の載っ

たチラシを作成してあります。 

自主事業等で見学をご希望される方がいる場合は、教

室担当者が対応し、説明できる環境を整えています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.指定管理者の名称や指定期間表示は、館内掲示、案内書記

載がなされ、利用者に周知していると認められます。 

平成１８年度以降の事業計画書・事業報告書を港北区のホーム

ページで公開していますが、独自ホームページではさらに付け

加えて次の文書を公開しています。 

収支予算書・決算書、業務委託事業者一覧、自主事業報告

書、管理計画実績表、利用状況、努力事項報告書、備品・委

託内容等、維持・保守実施状況、苦情対応状況報告書、支払

報酬内訳、委員会要綱、時間帯勤務表、教室に関するアンケ

ート及び集計結果そして、スタッフに関するアンケート集計結

果 

ホームページは、下記【特記事項】に記している素晴らしい活

用はあるものの、指定管理者の事務処理関係の側面で云えば、

「利用のご案内」、「施設のご案内」、「交通のご案内」の３項目の

みで今後、内容の充実が望まれます。 

 

2.事業計画書・事業報告書の公表・閲覧の周知に関して、館内

に掲示しています。また、ホームページでも公表しています。 

 

3.利用案内として、（写真や図などを活用しわかりやすい工夫

の）「小机スポーツ会館案内」が作成されています。 

4.さらに現在未だスポーツ会館では導入されていませんが、予
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約状況を市のウェブで公開されると一層良くなると思います。 

【改善すべき点・課題等】 

高齢者用に老眼鏡の設置。 

 勤務が一人体制のため突然来られた見学者を案内

することは原則できませんが、今後、事前にそのような

オファーがあった場合は、スタッフを増員してでも対応

すべきなのか検討したいと考えます。 

今後、体育室の面積、照明、床の材質、テニスコートの

大きさ等についての情報をＨＰに掲載を予定していま

す。 

【特記事項】   

有名テニス雑誌に「驚異的な内容」と言われるほど、当

本部のテニス指導ノウハウを、「初めての方、基本、応

用」の各々の習熟度に応じた実技内容を動画と説明文込

みのＨＰで見れるようになっていることは特筆できます。 

テニス、スポーツ、そして健康に関心のある方は必ず

や、見る価値のある内容と言われ従ってリピートも多いよ

うです。 

（ 尚 、 そ の 当 指 定 管 理 者 本 部 の Ｈ Ｐの Ｕ Ｒ Ｌは 、

http://www.azamino.co.jp/で、クリックし下方へスクロール

し、「小机スポーツ会館」の右横の「テニス技術解説サイ

ト」をクリックすると、上述の動画等が見れます。） 
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Ⅲ-4 広報・ＰＲの実施 

 当該施設について、広報誌やＰＲ誌を作成するなど、具体的な取組を実施し、潜在的な利用者に

アピールしているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 広報誌やＰＲ誌を作成するなど、積極的に広報・Ｐ

Ｒ活動を実施している。 

レ  

 

 

A 

   レ  

 

 

     A 
Ｂ -   

Ｃ 広報・ＰＲ活動は実施していない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

自主事業等積極的に区報等に掲載しています。また、

地元の小学校や中学校の先生にお会いし、（地域に根

ざす、地域のために）学校の行事やＰＴＡ活動などで積

極的に利用していただくようにお願いしています。委員

会のメンバーには小机小学校校長先生や城郷中学の

校長先生にメンバーになっていただいており、定期的

に意見をいただいております。自治会関係にも働きか

け、会議やイベント等で利用していただいております。

近隣地区から平均的に委員を選出していただいたり、

従業員を平均的に採用する事により、自治会とのパイ

プを太くし、回覧やポスター掲示で、当会館（イベント）

を積極的にＰＲしています。 

自主事業の様子は、ポスターでの館内掲示やＨＰに載

せ、積極的にＰＲしています。 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1. 自主事業のＰＲとして、区の広報誌、ホームページの活用、

小学校、ＰＴＡ、町内会への案内、また今までの実績をファイリン

グして館内掲示しているなど、必要な取組がなされていると認め

られます。 

 

2．自主事業等が区報に掲載していることが確認できるものの館

としての広報誌への今後の取り組みが求められます。 

  

3．今後は、紙媒体のみならず、ホームページ、E-メールを活用

した広報・ＰＲ等についての一層の取り組みが期待されます。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-5 サービス水準の確保 

 個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよう、施設のサービス水準を確保す

るための取組を行っているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

  レ  

 

 

 

 

 

     A 

施設のサービス水準を確保するため、標準的な

業務実施手順や注意点等がわかりやすく明文化

（マニュアルの作成等）されている。 

レ   レ 

全職員が一貫した認識を共有した上でサービス

を提供している。 

レ   レ 

職員の意見を取り入れながら、標準的な業務実

施手順等をスタッフミーティング等において定期

的に見直している。 

レ   レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

施設のサービス水準やＣＳを確保する為に、管理業

務チェックシートを作成してあります。これは、シフトに

よるルーティンワーク、月単位、不定期なもの等を記載

してあります。また、チェックシートの精度を高める為に

各項目の内容マニュアルで細かい指示をし、誰が行っ

ても業務の水準が一定するようにしています。また、ミ

ーティング等でオンテーブルされた議題や改善した点

については詳細マニュアルに適宜加筆していきます。 

また、各業務の担当者（責任者）と週の曜日時間帯

別仕事分担表が決めて有り、業務が円滑に行えるよう

にしています。役割分担表で、スタッフに周知徹底して

ありますが、一人勤務体制なので、あくまでも全員が各

役割をカバーできるようにしています。 

接客業務等で忙しく、ルーティンの仕事ができなかった

時は、以降のシフトスタッフに引き継ぐこととしていま

す。その際は、必ず日報に記載の上、館長に報告しま

す。定期的に行われているスタッフ会議では、問題点を

洗い出し、すぐに改善できること、時間をかけて直して

いくことに区別し対応しています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.全スタッフ業務について、「フロントマニュアル」が具体的に分

かり易く作成されています。また、１日の業務の流れに関して、

具体的な「業務マニュアル」が定められています。それらのマニ

ュアルに従い、業務が漏れなく実施できるよう「管理業務チェック

シート」によりチェックがなされており、全体としてサービス水準

の確保に関して必要にして十分な取組がなされていると評価で

きます。 

 

2.スタッフインタビューによれば、自分たちで作ったマニュアルと

して、当然十分承知し使いこなしていると認められます。 

 

3.スタッフミーティングの議事録によれば、フロントマニュアルの

チェック等、業務についての見直しの検討が行われていると認

められます。 

 

4.「業務マニュアル」はスタッフ全員で作成し、大変分かり易く作

成されていると評価できます。 

 

5.当スポーツ会館で重要な、テニスマシンが老化したので、指定

管理者から２台譲り受けて更新もされてます。 

【改善すべき点・課題等】 

通常、一人勤務体制のため、日報を使っての伝達が主

になっています。各自確認後、押印する事で、情報の

共有化をしています。 

【特記事項】 
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Ⅲ-6 職員間での情報共有化 

 職員間で、適切に各種情報の共有化が実現されているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

情報の流れが明確にされ、必要な情報が職員に

的確に届くような体制が整備されている。 

レ レ 

職員間で、情報共有を目的とした定期的な会議

（スタッフミーティング等）が開催されている。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

基本的に日報で報告・連絡・相談をしています。そし

て、事項が必ず全スタッフに伝わっているか確認のた

め、各自日報を確認したら確認の印を押すようにしてい

ます。朝開館時に当社に連絡が入り、閉館前にファック

スが館長宛に入るようになっています。必要な場合は、

電話やメールで指示を出します。メールは各自各時間

帯必ずチェックする事を義務付けています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.「日誌」が午前、午後、夜間と連記式に記述され、館長、スタッ

フ全員に回覧し、回覧印を押印しています。これにより引き継ぎ

時の（口頭含む）連絡が実施されて、従って確実な情報共有化

が図られていると認められます。また緊急連絡事項は、内線扱

いの携帯電話を持たせて行い、必要な情報が全員に迅速に届く

体制が取られています。 

 

2.全員のスタッフミーティングは、休館日はスタッフの都合が悪

いことが多いので、毎月２回、開館日の（利用者が比較的少な

い）夕方に開催しています。その時併せて避難訓練、個人情報

保護研修等も実施しています。 

【改善すべき点・課題等】 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-7 個人情報の保護 

 個人情報の保護に対する体制が整っているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     A 

横浜市が規定する個人情報取扱特記事項につい

て、年 1 回以上点検を行っている。 

レ レ 

個々の職員に対し、横浜市が規定する個人情報

取扱特記事項の理解度について、少なくとも年に

1 回、評価を行っている。 

レ レ 

Ｂ 次のすべてに該当する。 レ レ 

個人情報を収集する際は必要な範囲内で適切な

手段で収集し、目的以外に使用していない。 

レ レ 

個人情報の取扱いに関するルールやマニュアル

等が整備され、管理責任者が特定されている。 

レ レ 

個人情報の漏洩、滅失、き損及び改ざんの防止、

その他の個人情報の適正な管理のために必要な

措置を講じている。 

レ レ 

個人情報の取扱いについて、職員等に対する研

修を年 1 回以上実施し、個別に誓約書を取ってい

る。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

毎年、横浜市が行う個人情報保護法の研修に1 人以

上参加させ、研修参加者が参加しなかった現場スタッ

フに研修を行います。そのときに参考にした資料は各

自に配布します。 

個人情報は、基本的にミーティングルームの鍵のかか

るキャビネットに管理してあります。現在使用中の個人

情報は事務所内にありますが、離籍するときは事務所

を施錠し、外部から進入できないようにしています。 

職員の採用時には、個人情報を漏洩しない旨の誓

約書を提出してもらい、個人情報保護法の重さを充分

理解して貰っています。 

 申込用紙は1 年間保存し、それ以前のものはシュレッ

ターをかけ廃棄します。 

 「個人情報保護特記事項」についての点検・評価とし

て、最低一年に一度行い、明示されている各項目に対

して、各自が遂行順守しているか検証し、チェックマー

クを入れてもらいます。研修後、スタッフには、受講済

のサインをもらい、区役所に提出しています。また、ス

タッフとの雇用契約を交わす際、個人情報保護法遵守

【評価の理由】 

 達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.スタッフインタビューによれば、個人情報の取り扱いに関して、

明確であると認められます。 

 

2.「個人情報保護方針」が定められ、館内に掲示されています。

個人情報の取り扱いに関するルールやマニュアルがあり、管理

責任者が特定されています。 

3.個人情報の適正な管理のために、個人情報の書類の施錠管 

理、事務所を空けるときの事務所施錠など、適切になされている

と認められます。 

 

4.市開催の個人情報保護研修に20年11月には2名参加し、そ 

の参加者を講師として、研修会が行われ、小机スポーツ会館全

員の個人情報保護に関する誓約書も取っています。 

5.協定書で定められた市が規定する「個人情報保護特記事項」
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の誓約書を各自に提出してもらっています。 についての点検・評価がなされていると認められます。 

 

6.個人情報保護に関する規定やマニュアルについては、より詳

細に定めることが求められます。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-8 事故防止対策への取組 

 事故防止のための体制の構築・取組を行っているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

     A 

過去に発生した事故の内容や対応内容（事故発

生の例がない場合は、他類似施設等における事

例の収集など）をもとに、原因分析を実施し、改善

のための対応を行っている。 

レ レ 

事故防止のチェックリストやマニュアル類を用い、

施設・設備等の安全性やサービス内容等をチェッ

クし、必要に応じて改善している。 

レ レ 

事故防止策の研修等を実施している。 レ レ 

Ｂ 事故防止のチェックリストや事故防止・事故対応

マニュアル等を整備している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

事故防止のチェックリストや事故防止・事故対応マニュ

アル等を整備し、事務所内にポスター掲示し周知徹底

してあります。過去に発生した事故に関しては、発生か

ら対応までを改めて検証し、スタッフ会議で共有するよ

うにし、再発防止に努めています。事故報告書は、個

人情報として保管してありますが、再発を防止するため

スタッフ間で情報を共有するようにしています。 

 

【評価の理由】 

  達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.「スポーツ会館における安全管理」、「テニスコートの安全管 

理」更に「スポーツの怪我と応急処置」「救命の手順」「こんな 

ときにはAED!!」「救命のリレー」等の資料があり、事故防止対 

応・事故発生対応のマニュアルが整備されていると認められ 

ます。 

 

2.事故発生時対応として、マニュアル「救命の手順」のように身

体の事故別の処置内容が手順を追って誰にも分かり易く作成

され掲示されているのは、評価できます。 

 

3.他館を含めて事故事例があり原因と対策について、スタッフミ

ーティングで共有化されていると認められます。今後は法人や

他類似施設の事例集の充実が望まれます。 

 

4.スタッフミーティングで事故防止に関する話し合いが行われて

いると認められます。 

【改善すべき点・課題等】 【特記事項】 
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Ⅲ-9 事故発生時の対応体制の構築 

 事故発生時の対応体制が確立されているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

     A 

施設内で、事故対応責任者を明文化している。 レ レ 

発生した事故内容等についての記録を作成して

いる（ヒヤリ・ハット集の作成）。 

レ レ 

事故対応策の研修等を実施している。 レ レ 

Ｂ 事故発生時の連絡体制を確保している。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

事故が起きた時の対応マニュアルや病院リスト、連絡

網などを事務所内に掲示し、周知徹底しています。 

また、当施設や他施設で起きた事故等を検証し、再発

防止を心がけています。 

 突然起こる事故に出来るだけ平常心で対応できるよ

うに起こりうる可能性の高い事故（怪我・病気等）に関し

ては項目ごとポスターを作り、常に閲覧できる態勢を作

っています。 

また、救急法（AED 含む）の講習を年に 1 度実施してい

ます。 

日常業務の中で、事故が起きそうな状況に出会いヒヤ

リとしたこと、ハッとしたことは、業務日報に書き留めて

スタッフで共有しています。 

 

【評価の理由】 

 達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.事故発生時の（緊急）連絡体制図が事務所に掲示されていま

す。「１１９番通報マニュアル」は緊急時に分かり易いと評価でき

ます。また、トップ、本部等への連絡に内線扱いの携帯電話等を

活用しているのは、不具合への敏速な対応体制として評価でき

ます。 

 

2.Ⅲ-8 項で触れたとおり、指定管理者として３館のスポーツ会

館を運営している当社は、３館で発生した事故の記録と事故事

例をファイルしています。 

 

3.全スタッフに対するＡＥＤ研修が実施されています。 

【改善すべき点・課題等】 

今後は、ヒヤリ・ハット集を作る事を検討します。 

 

【特記事項】 

「スポーツ会館における安全管理」では、安全管理の考え方とし

て、「スポーツの怪我と応急処置」を取り上げてます。更にその

中でも心臓や呼吸が止まった人への応急処置としてのＡＥＤを

業界に先駆けて取り入れているとのことで、トップのかかる事故

防止対策への取組及び見識は高く評価できます。 
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Ⅲ-10 災害発生時の対応体制の構築 

 災害発生時の対応体制が確立されているか。 
 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

     

防災マニュアル等に基づき、避難訓練や防災訓

練等を最低年に 2 回は実施している。 

レ レ 

災害時の連絡体制や職員の役割分担等が明示さ

れている。 

レ レ 

地域や関連機関との連携体制を整備している。 レ レ 

Ｂ 防災に関するマニュアル等が整備されている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

年に２度避難訓練をし、災害が発生した時に迅速に対

応ができるようにマニュアルや第一次避難場所（会館

そばの遊歩道）を確認するとともに、まずどこに利用者

を集めるかを周知徹底しています。（お客様には詳細

のポスターを掲示してあります）また、咄嗟の時にもわ

かるように矢印で誘導してあります。災害時用に水を常

設し、ヘルメット、懐中電灯、カメラ、ペン、リュック等を

用意してあります。 

 

【評価の理由】 

 達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.「防災緊急マニュアル」「災害時における対応」、「119番通報マ

ニュアル」「法８条に基づく消防計画」「 応急時の基本」等の資

料があり、防災マニュアルの存在が確認されております。 

 

2.「緊急時に対応する訓練の在り方」が定められ、「火災訓練実

施状況」「管理人会議議事録」により年２回、防災訓練が実施さ

れていることが確認できました。 

 

3.災害時の連絡体制の明示、地域の病院との連携体制など地

域や関連機関との連携体制は取られていると認められます。 

 

【改善すべき点・課題等】 

非常食として氷砂糖を検討しています。 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-11 利用者の意見・苦情を抽出する仕組みの構築 

 利用者が意見や苦情を述べやすい環境を整備しているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

     A 

利用者が苦情や意見を述べやすいよう、窓口（ご

意見箱の設置、ＨＰでの受付等）を設置している。 

レ レ 

利用者からの苦情や意見等が寄せられた際に

は、内容を記録し、対応策を実施している。 

レ レ 

Ｂ 次のすべてに該当する。 レ レ 

ご意見ダイヤルの利用方法に関する情報を提供

している。 

レ レ 

ご意見ダイヤルに意見等が寄せられた場合、そ

の対応方法等につき公表している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

ご意見ダイヤル利用方法に関するポスターを掲示し、

また、ご意見箱の横には専用の用紙を設置し、気軽に

投書できるように配慮しています。意見等が寄せられ

たときは館長が、役所と対応を協議し、本人に返答をす

ることと同時に館内に内容と返答をポスター掲示し、情

報を開示しています。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.ご意見ダイヤルに関する案内が館内に掲示されています。 

 

2.館内にご意見箱が設置されています。また、ホームページ上

で意見・要望の受付の案内をしているのは評価できます。 

 

3.苦情とその処理結果は、館内に掲示されており、適切な対応

が取られていると認められます。 

 

4.左記にある「苦情処理規程」は、Ⅲ-12 に対応しています。今

後の取り組みを期待しています。 

【改善すべき点・課題等】 

今後は、苦情処理規定という形で「誰が・いつまでに・

誰に・どのような形で・どこに等」を明文化し、対応方法

を明確にしていきたい。 

【特記事項】 
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Ⅲ-12 利用者の苦情解決体制の構築 

 利用者の意見、苦情等を受けて、迅速に対応できる体制を構築しているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

A 

利用者に対し、苦情等への対応手順、担当者等

が明文化されている。 

レ レ 

苦情解決の仕組みを利用者等に周知している。 レ レ 

苦情等の内容を検討し、その対応策を講じてい

る。 

レ レ 

苦情等への対応策について、利用者へ公表して

いる。 

レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

苦情があった場合は、すぐに解決できるものはすぐに

対応します。予算や人的問題ですぐに対応ができにく

い場合は、進捗を公表するとともに今後の計画も伝え

ます。 

苦情は、受けた担当者から館長に伝えます。館長は、

役所に報告相談するとともに㈱ＡＬＴＣ社長と統括責任

者に報告相談のうえ、対応をします。 

担当者は、苦情内容・対応内容等を日報に記載し、スタ

ッフ全員で共有します。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.苦情受け付けから処理の手順、責任体制等に関しては、関係

者に周知していることから分かっていると認められます。しかし、

前項で課題としてあげられているように、「苦情処理規程」などで

明確化することが求められます。 

 

2.ご意見箱、「苦情対応状況報告」等の苦情と処理結果の館内

掲示により、意見や苦情処理への取組は、利用者に理解されて

いると認められます。 

 

3.ホームページでは、意見要望のＥメールでの受付を行っていま

す。また、苦情を含めた対応結果は、ホームページで公表され

ています。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-13 利用者アンケートの実施 

 サービス全体に対する利用者の満足度を把握し、課題がある場合には対応策を講じているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当した上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

利用者アンケートの調査結果・分析及び課題とそ

の対応策まで公表している。 

レ レ 

利用者アンケート調査結果を取りまとめ、その中

から課題を抽出の上、対応策を講じている。 

レ レ 

Ｂ サービス全体に対する利用者アンケートを最低、

年 1 回以上実施している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

ソフト面である接遇に関する具体的なアンケート調査を

過去二年間は意見箱の隣にアンケート用紙も常設して

いましたが、反応がほとんどないため、今年度から 

ネット上でもアンケートを行うようにしましたが、やはり

反応がないため、12 月から 1 月にかけて現場スタッフ

が利用者に声をかけ、約３０のサービス向上に関する

アンケートと２５の自主事業に関するアンケートをとりま

した。 特に、サービス向上に関するアンケート結果に

ついてミーティングで話し合い、「普通」と評価されたこ

とに関しては「悪い」と評価されているのに等しいという

認識をスタッフ全員で持ち、どうすれば最高の評価を得

られるか話し合いました。（アンケート結果につきまして

は館内に掲示してあります。） 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.下記により現場スタッフが利用者に声をかけ、約３０のサービ

ス向上に関するアンケートと２５の自主事業に関するアンケート

を実施しました。 

①利用者全体に対する集中アンケート(今回12月～１月にかけ

て実施) ②自主事業参加者に対するアンケート 

③ＨＰにおける常時メールでの受付体制 

 

今後、①項に関して、設問項目の設定と実施方法などでの充実

が求められます。 

 

2.アンケート結果は、館内掲示やホームページへ掲載していま

すが、今後一層の取り組みが期待されます。 

 

3.アンケートから課題抽出と対応策検討・改善は、実施されてい

ると認められます。 

 

4.なお、有効な利用者アンケートの実施の仕方については、ノウ

ハウが必要と思われますので、継続して蓄積を図っていくことが

望まれます。 

【改善すべき点・課題等】 

今後は、アンケートの内容をより一層吟味し、ノウハウ

を構築していきたいと考えます。 

 

【特記事項】 
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Ⅲ-14 利用者会議の開催 

利用者代表からなる利用者会議を開催し利用者の意見や課題がある場合には対応策を講じているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

     A 

利用者会議での検討内容を公表している。 レ レ 

利用者会議からサービスに係る課題を抽出して

いる。 

レ レ 

利用者会議から抽出した課題への対応策を講

じ、改善している。 

レ レ 

Ｂ 利用者代表からなる利用者会議を、最低年 1 回

以上開催している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

自主事業の際に内容やサービスに係わる課題や意見

を頂きます。 

利用者会議は、各競技の利用者をランダムに出席依

頼し、要望や問題点をオンテーブルし、改善点を抽出し

ていきます。予算、人にかかわらず、すぐに対応できる

ことはすぐに行います。予算や人に関係するものは、

短中長期に分けて優先順位を設定し、役所と相談しな

がら前向きに対応していき、議事録を公表しています。 

 （基本的に利用者からの要望は、お金がかかること

が多く、利用料金がない施設だということを考慮に入れ

ていないので、その対応には非常に苦慮する。） 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1..２１年３月に利用者会議を開催しています。 

 

2.利用者会議の議事録は、館内に掲示されています。 

しかし、更にホームページへの掲載も期待されます。 

 

3.利用者会議から課題を抽出し、直ぐに出来るものは直ぐに、そ

の他は区へ相談するなど対応策を講じていると認められます。 

｛具体的には、利用者会議の結果、（体育館使用時に貴重品や

荷物を置けるように）荷物置き専用机を設置したこと、更に（体育

館暑さ対策に）サーキュレーターを購入したこと等ですが、抽出

した課題への対応策を講じていることも確認できました。｝ 

 

4.利用者会議には、利用者以外に（市区レベルでの解決への要

望の発生も考えられ）市区のご担当者の同席をお願いされては

如何でしょうか？ 

 

5.利用者会議の効果ある運営を進めるために、「利用者会議運

営マニュアル」などを定め、ノウハウの蓄積を図っていくことが望

まれます。 

【改善すべき点・課題等】 

各競技の代表者に意見を伺うが、基本的には自分の

行う競技に有利にしたいという私的意見が多く、各競技

の代表者の思惑が食い違い、おとしどころが見つから

ないケースが多い。 

【特記事項】 
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Ⅲ-15 自主事業の適切な実施 

⇒該当施設のみ評価を実施する  利用者の望む自主事業を適切に実施しているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

     A 

自主事業の対象者は各年齢層を網羅し、世代間

交流を考慮している。 

レ レ 

定期的に自主事業の見直しを実施し、地域住民

や利用者のニーズを反映させている。 

レ レ 

Ｂ 事業計画書等のとおり、事業が実施されている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

小机スポーツ会館が設置された目的を達成するため

に自治会の役員の方々から積極的に意見を聞き、ま

た、利用者会議の意見等を参考にしながら地元の幼稚

園・小学校・老人会等に協力していただき、ニーズに合

った事業を展開しています。 

特に当社の理念である「スポーツ・健康・環境」を柱

に、子供や高齢者向け、イベントや世代間交流を心が

けています。しかし、ロケーションの点から集客が難し

いことも多く、今後、さらなるアイデアを出していきたい

と考えます。 

 自主事業を行うときは、お客様の反応、集客、値段へ

の反応、時間帯、定員数、開催時期等を検討し、ニー

ズに対応します。 

 当社が、今まで築いてきたノウハウを積極的に駆使

し、様々な世代に対応できる事業を心がけております。 

 

【評価の理由】 

 達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.自主事業は、20年度事業計画書段階で4件、１７回、募集人員

206人、事業報告書段階で９件、５０回、参加者1,032人と、計画

以上の大幅な実施がなされています。 

 

2.自主事業の対象者として、母親と幼児・小学生向け「ピュアキッ

ズ・テニス教室」、特定年齢限定向けではない「コミュニティスポ

ーツ教室」、更に「親子合気道教室」に取り組むなど、各年齢層と

世代間交流が図られていると認められます。 

 

3.自主事業におけるアンケート、利用者会議の意見などを次の

企画に反映していると認められます。 

 

4.今後、より自主事業の企画推進を図る体制づくりにより、下記

テニス以外も含めて、高齢者の健康づくりや世代間交流などの

ニーズを把握して、法人ならではの取組が期待されます。 

なお、テニス以外の自主事業の実施についても次のとおり増え

ています。 

平成19 年度 

 7月～2月コミュニテイスポーツ 

 3 月 実施 悠遊テニス＆体操教室  

平成20 年度 

6月～3月コミュニテイスポーツ(教室) 

 9 月 合気道教室   10月地元探検・昔遊び等（小机城跡） 

【改善すべき点・課題等】 

㈱ＡＬＴＣが、小机スポーツ会館・新石川スポーツ会館・

十日市場スポーツ会館を指定管理者として選定され、

管理運営をしていることから、各会館、各区との交流を

図るイベントを作り上げていきたいと考えます。 

【特記事項】 
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Ⅲ-16 自主事業における独自の工夫等 

⇒該当施設のみ評価を実施する 

 施設目的を達成するため、施設を最大限活用するため、また利用者ニーズに対応するために独自

に工夫している点を抽出する。工夫が見られない場合には、その旨についても記述する。 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

今までの公共施設で行われてきた自主事業と差別化

を図る意味で、当社が 34 年間培ってきた指導マニュ

アルや人脈を駆使し、「高品質の商品を適正価格で

提供する」をモットーとしています。 

 当社は、日本体育協会ＪＴＡ公認教師・コーチ、全日

本テニス選手権出場者、小学校・中学校教諭・高等学

校教諭・合気道有段者、幼稚園教諭資格者等有資格

者による指導体制をとっています。 

 ごく近隣には、小机小学校・城郷小学校があり、小

さな子供向けプログラムのニーズが高いです。子供

達は、できるようになると楽しくなり、楽しくなると上達

するという連鎖の中で、将来のスポーツの素地を作る

環境を整えています。この地域におけるスポーツ人

口の拡大（振興）は、低価格で低品質の場当たり的な

プログラムを必要としているのではなく、将来につな

がる品質の高いもの（どのスポーツを将来行っても必

要とされる要素は共通する部分が多く、その要素を習

得するためには幼児期に行う内容が非常に大切だと

されています。言い換えれば、その時期でなければ

習得のできないものが非常に多いとされています。本

来、それを習得しようとした場合、専門に研究してい

る民間施設にそれ相応のお金を支払わなければい

けません。）将来、子供達がアドバンテージを取り、ス

ポーツを好きになっていただくことにかかっていると

考えます。スポーツ会館の公共性を駆使し、手軽に

（垣根を低く）安心して提供することで近隣地域に貢献

しています。また、当社が指定管理者として、管理運

営させていた だいて いる港北区（小机ス ポーツ会

館）・青葉区（新石川スポーツ会館）・緑区（十日市場

スポーツ会館）は比較的交通のアクセスも良いので、

自主事業を通じて交流を図っていきたいと考えます。 

 

【独自に工夫している点・工夫ができていない理由】 

 

1.法人は、有名テニスプレーヤー輩出且つ利用のテ

ニスクラブを永年経営し、スポーツ指導に関するノウ

ハウと人材を有しています。 

（独自に工夫している点としては、有名テニス雑誌に

「驚異的な内容」と言われるほど、当本部のＨＰにテ

ニス指導ノウハウを、動画と説明文込みで見れるよう

になっているということです。その中での指導内容に

ついては、「初めての方、基本、応用」の各々の習熟

度に応じた実技内容を解りやすく動画込みで説明さ

れていることから、テニス、スポーツ、健康に関心の

ある方は必ずや、見る価値のある内容と言われ従っ

てリピートも多いようです。ご覧になるには、当指定管

理者本部のＨＰhttp://www.azamino.co.jp/をクリックし

下方へスクロールし、「小机スポーツ会館」の右横の

「テニス技術解説サイト」をクリック下さい。） 

上述の背景のもと、それらを活用してその時期でな

ければ習得のできないものが非常に多いとされる子

供達向けのプログラムを開発し、「ピュアキッズテニス

教室」として実施してきました。同教室は大変好評と

のことで、子供達に対する法人ならではの、地域での

様々なサービス活動における時代の子育て支援施策

にもマッチする、社会的ニーズに応えているものとし

て評価できます。 

 

2.地域における高齢者の増大などの環境の変化に対

して、健康づくりや世代間交流、地域コミュニケーショ

ンの活性化など、法人の人材、ノウハウを活用した法

人ならではの企画実施が期待されます。 
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Ⅲ-17 書籍の貸出、購入及び管理 

⇒該当施設のみ評価を実施する｛非該当｝ 

 図書スペースがある場合、書籍の貸出、購入など適切な管理運営を行っているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。     

貸出数の確認や返却状況の把握など、適切な管

理を実施している。 

  

蔵書情報を市に提出している。（蔵書検索システ

ムのため） 

  

図書は適切に整理整頓が行われ、利用者が探し

やすいよう分類されている。 

  

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

 

 

 

 

 

【評価の理由】 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

 

         ｛非該当｝ 
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Ⅳ．地域及び地域住民との連携 
 

Ⅳ-1 地域や地域住民との交流・連携の取組 

 地域や地域住民との交流・連携に関する取組を実施し、地域交流の支援を実施しているか。 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ 次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

     A 

地域住民、町内会、自治会等と情報交換を行って

いる。 

レ レ 

地域住民の意見・要望を把握している。 レ レ 

人的資源や場所の提供を通し、各種地域活動へ

参加している。 

レ レ 

区内の他施設と連携し、情報交換を行っている。 レ レ 

Ｂ Ａの中でいずれか 1 つは該当する。   

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

当会館の運営に当たっては、地元自治会や小学校中

学校の校長先生と意見交換をしています。 

 年初めの賀詞交歓会は地域の方の意見を直接聞け

る貴重な場として位置付けています。 

 また、地域の消防団や小机城址祭りの練習等要請が

あった場合、場所を提供しています。また、地元自治会

の倉庫を常設してあります。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.運営委員会以外で、左記のように賀詞交換会などの地域の行

事への参加とその機会を利用した情報交換や意見聴取の取組

がなされていると認められます。 

 

2.左記の地域の消防団や小机城址祭りの練習等要請があった

場合、場所の提供の他、隣接の高速道路高架下への草刈り作

業者へのトイレの貸出し等、場所の提供を通し地域活動へ参加

していることが認められます。 

 

3.法人は、他施設の広報誌やパンフレットをロビーに置き連携の

他、スポーツ会館３館の管理運営の立場を活用して、密度の高

い連携・情報交流を図っていると認められます。 

 

4.運営委員会・利用者会議・アンケートで地域住民の意見要望を

把握してます。 

 

5.なお、市の要求として、戦略的・計画的な取組を求めています

ので、今後の更なる対応が求められます。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

【特記事項】 

 

 

Ⅳ．地域及び地域住民との連携 
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Ⅳ-2 地区センター委員会の設置・開催 

 地域の代表や利用者、公募の市民などで構成する地区センター委員会を設置し、意見等を施設運

営に取り入れているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、次のすべてに該当する。 レ  

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

     A 

地区センター委員会を開催している。 レ レ 

地区センター委員会での検討内容を公表してい

る。 

レ レ 

地区センター委員会で抽出された意見等への対

応策を講じ、施設の運営に取り入れている。 

レ レ 

Ｂ 地域の代表や利用者、公募による市民などで構

成する地区センター委員会を設置している。 

レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

地元自治会の青少年指導員、体育指導員、町内会長・

小学校校長先生・中学校校長先生等各エリア代表に委

員になっていただいております。 

 会館の運営はもとより、自主事業等にも助言をいただ

いております。毎年行っているコミュニティスポーツ（卓

球・テニス教室＆大会）は、委員会が主として開催して

おります。 

 

【評価の理由】 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。 

1.「小机スポーツ会館委員会要綱」が定められています。 

 

2.運営委員会は、今年は20年６月24日に開催しご意見等は運営

に取り入れ検討内容等は公表されています。 

 

3.「20年度事業報告書」によれば、委員会で出された意見に対し

て対応策を講じ、施設運営に取り入れていると認められます。 

 

4.運営委員会が自治会代表、体育指導委員、青少年指導員、小

学校長、中学校長、利用者代表で構成されています。 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅴ．収支状況 
 

Ⅴ-1 指定管理料の執行状況 

 指定管理料は適正に執行されているか。 

 

判断基準 
指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ Ｂに該当の上、外部の監査を受けている。 レ  

 

 

 

 

 

 

A 

レ  

 

 

 

 

 

 

    A 

Ｂ 次のすべてに該当する。 レ レ 

適切な経理書類が作成されている。 レ レ 

経理を担当する職員を配置している。 レ レ 

収支決算書に記載されている費目に関し、伝票

が存在する。 

レ レ 

通帳や印鑑などが適切に管理されている。 レ レ 

Ｃ Ａ、Ｂのいずれにも該当しない。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

㈱ＡＬＴＣ経理部の勘定奉行ソフトで管理しています。

通帳・印鑑は別々の金庫に保管してあります。 

月に一度、公認会計士が全体をチェックしています。 

 

【評価の理由】 

1.法人の経理処理規程に基づく経理書類の作成、経理担当者の

配置、経理ソフトによる処理、通帳、印鑑の管理は、適切になさ

れていると認められます。 

 

2.外部の会計士による会計処理のチェックとその中の当館の個

別管理がなされていると認められます。 

 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

Ⅴ．収支状況 
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Ⅴ-2 収支決算状況 

 予算と決算に大幅な相違がないか。収入－支出がプラスになっているか。 
 

確認事項 

（予算収入  7,659,600 円） － （決算収入 8,233,600 円） ＝ △574,000 円 

（予算支出  7,659,600 円） － （決算支出 8,233,600 円） ＝△574,000 円 

（決算収入  8,233,600 円） － （決算支出 8,233,600 円） ＝     0 円 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【特記事項】 

利用料金制度がないため、指定管理料のみで運営さ

れています。ほとんどは現場での人件費に使われて

います。間接労務費は、本部費として扱っているが、

ほとんど計上できないのが現状であります。 

 

【特記事項】 

 

 

 

Ⅴ-3 ニーズ対応費の執行状況  

 ニーズ対応費の執行状況について、ニーズに対応した支出となっているか。 

 

達成されていると判断する理由は下記の通りです。判

断基準 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） チェック欄 評価（A・Ｂ・Ｃ） 

Ａ すべての項目について問題がない。     

Ｂ -   

Ｃ 一つ以上の項目で問題がある。   

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

 

 

 

 

 

 

【評価の理由】 

 

 

｛非該当｝ 

【改善すべき点・課題等】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 
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Ⅴ-4 利用料金収入実績 

 事業計画書等で示した利用料金収入の目標値がどの程度達成されているか。 

 

事業計画書等で示した目標値 達成割合（利用料金収入/目標値×100） 

 

 

 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

 

 

 

 

 

 

【特記事項】 

 

｛非該当｝ 

【改善すべき点・課題】 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-5 経費節減の取組 

 経費節減のための努力を行っているか 

 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

電気をこまめに消す。トイレットペーパーは再生紙を

使用したものにしています。使用予約書の複数利用。 

携帯電話を使い、内線電話化（無料）。 

 

【特記事項】 

 

きめの細かい経費節減に取り組んでいると認められ

ます。今後とも創意と工夫をも考えつつ継続的改善が

期待されます。 

【改善すべき点・課題】 

昼間の時間帯は、本来、カーテンを開ければ電気を

つける必要がないと思いますが、卓球をするグルー

プからまぶしくて電気にしてほしいという要望があり、

現状となっています。カーテンの位置が高く、上り下り

が容易にできる場所ではないため、今後どのように

対応するか再検討する必要があると考えます。（下で

容易に操作できるようにすることができるか…） 
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Ⅵ．その他 
 

 Ⅰ～Ⅴの評価項目では評価しきれなかった特筆事項（施設独自の工夫など）や改善すべき点につ

いて。 

指定管理者記入欄 第三者評価機関記入欄 

【アピールポイント】 

築約 30 年を迎え、施設の老朽化は否めませんが、

日々、当社内の施設管理部門スタッフが、利用者の

安全と利便性を図るため努力しています。 

利用者の声に答え、4 機の業務用扇風機を購入し、

熱射病予防対策をしました。 

施設の空き状況は、分かり易く掲示するともに個人情

報の保護に努めています。 

そこにあることを重んじ、近隣の方々のため、価値の

ある存在であるよう努めています。 

自主事業に関しては、財団法人日本テニス協会主催

文部科学省後援の「マナーキッズテニス教室」を取り

入れ、年々進む子供たちの体力・運動能力の低下に

歯止めをかけるとともに、運動で知性を育むことをも

念頭に「体育」「徳育」「知育」に着眼しています。ま

た、当社独自の「ピュアキッズテニス教室」（マナーキ

ッズテニス教室は対象が６歳から１２歳、ピュアキッズ

テニス教室は３歳から６歳が対象）を開催し、その年

代でしか発達させることのできない能力に着眼し、脳

科学に基づいた神経系特に視神経やコーディネーシ

ョン系のトレーニングを行っています。テニスという切

り口ですが、将来、どのスポーツを行っても対応でき

る能力開発がベースであり、地域のスポーツ振興に

寄与していると自負しています。（交通事故の起きる

要素の共通項として「動体視力」があり、視神経の発

達のほとんどは１０歳までと言われています。この時

期に鍛えることは将来、交通事故の抑止にもつなが

ると考えております。） 

 

【特記事項】 

1.法人は、有名テニスプレーヤーも輩出且つ利用の

テニスクラブを永年経営し、スポーツ指導に関するノ

ウハウと人材を有しております。 

その永年のテニスクラブ経営のノウハウと現在の経

営体制をバックアップとして活用して、接遇研修を通じ

たスタッフ接遇のスキルアップ、館の安全管理などの

日常の管理運営と共に、ユニークな自主事業の実施

などに取り組んでいます。 

.特に自主事業では、左記の通り、社会的要請の高い

次世代を担う子供達に対して、「運動で知性を育む」

ことを理念に、独自のプログラムを開発提供している

ことは特筆されます。また人気があるとのことで社会

のニーズにマッチしたものとして、高く評価できます。 

 

3.当法人代表は、しかるべき年代になったら、地域中

心に社会貢献をしたい、との想いで、社の理念の「ス

ポーツ・健康・環境（エコ）」をベースに、「この地域と

協調し、この地域のための会館」を創っていきたいと

のお考えがあると伺っております。 

 当第三者評価の会議にも毎回トップ自ら、率先して

出席され、問題意識の高さに敬意を評します。 

 本年４月から新しい「指定管理者制度運用ガイドラ

イン」のもと、市とのすり合わせの中で、共々良い方

向を見出されることを期待しております。 

Ⅵ．その他 



横浜市地区センター評価シート 

41 

【改善すべき点・課題】 

スポーツ会館との名の通り、スポーツを行うために来

場する方が大半を占めます。今後は、会議室を有効

活用し、コミュニティスペースとしての役割を果たせる

ように努めたいと考えます。 

 

4.上記背景のもとスポーツに対する法人の高い理念

とスキルを、テニス及びテニス以外も広く対象として、

高齢化社会に伴う国のメタホ対策含む高齢者の健康

づくりや世代間交流などの社会的ニーズに対しても

下記の通り実施しています。 

コミュニティスポーツ教室、親子合気道教室等 

しかし上記以外にも更に展開していくことが期待さ

れます。 

 

5.左記課題にある会議室のコミュニティスペースとし

ての有効活用は、手狭であるとのハンデはあるもの

の、施設の有効活用と地域活性化の視点で、大変重

要な課題と思われますので、積極的な取り組みが期

待されます。 
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Ⅶ．評価結果のまとめ 
 

地区センター評価結果一覧表 
施設名： 横浜市小机スポーツ会館 
 

評価機関名：  経営創研株式会社 
 

評価項目 
指定管理者 

自己評価結果 

評価機関 

評価結果 
     

I．総則 A A 

 1.施設の目的や基本方針の確立 地区センターの設置目的に基づいた管理運営上の基本方針が確立されており、職

員が理解しているか 

A A 

2.施設目的の達成度 施設の管理運営を通して、施設目的を達成できているか A A 

3.職員の勤務実績、配置状況 管理職を含む常勤職員及び非常勤職員の勤務実績、配置状況は適切か A A 

4.職員のマナー 利用者が気持ちよく利用できるよう､利用者に対する職員の接客マナーは適切か A A 

5.開館の実績 仕様書に定められた、もしくは事業計画書等のとおりに開館しているか A A 
     
II．施設・設備の維持管理 A A 

 1.建物・設備の保守点検 建物・設備が適切に管理され、安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されて

いるか 

A A 

2.備品の管理 施設の備品が適切に管理されているか A A 

3.清掃業務 利用者が快適に利用できるよう、清掃が行き届いているか A A 

4.警備業務 安全で安心感のある環境を確保しているか A A 

5.外構施設の保守点検 安全性の確保及び良好な機能の保持が実現されているか A A 

6.植栽・樹木等の維持管理 利用者が快適に過ごせるような良好な景観が保たれているか A A 

7.ゴミゼロ推進運動への取組 横浜Ｇ30 プランに則ったゴミゼロ推進運動へ取り組んでいるか A A 
     

III．運営業務及びサービスの質の向上 A A 

 1.利用実績及び施設の稼働率    

2.利用しやすい受付案内の実施 利用者が利用しやすい受付案内を実施しているか A A 

3.適切な利用情報の提供 すべての利用者が等しく利用情報を得ることができるよう、適切な利用情報の提供

を行っているか 

A A 

4.広報・PR の実施 当該施設について、広報誌やＰＲ誌を作成するなど、具体的な取組を実施し、潜在

的な利用者にアピールしているか。 

A A 

5.サービス水準の確保 個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じないよう、施設のサービス

水準を確保するための取組を行っているか 

A A 

6.職員間での情報共有化 職員間で、適切に各種情報の共有化が実現されているか A A 

7.個人情報の保護 個人情報の保護に対する体制が整っているか A A 

8.事故防止対策への取組 事故防止のための体制の構築・取組を行っているか A A 

9.事故発生時の対応体制の構築 事故発生時の対応体制が確立されているか A A 

10.災害発生時の対応体制の構築 災害発生時の対応体制が確立されているか A A 

11.利用者の意見・苦情を抽出する仕組みの構築 利用者の意見、苦情を述べやすい環境を整備しているか A A 

12.利用者の苦情解決体制の構築 利用者の意見、苦情等を受けて、迅速に対応できる体制を構築しているか A A 

13.利用者アンケートの実施 サービス全体に対する利用者の満足度を把握し、課題がある場合には対応策を講

じているか 

A A 

14.利用者会議の開催 利用者代表からなる利用者会議を開催し、利用者の意見や課題がある場合には対

応策を講じているか 

A A 

15.自主事業の適切な実施 利用者の望む自主事業を適切に実施しているか A A 

16.自主事業における独自の工夫等 -   

17.書籍の貸出、購入及び管理 図書スペースがある場合、書籍の貸出、購入など適切な管理運営を行っているか   
     

IV．地域及び地域住民との交流連携 A A 

 1.地域や地域住民との交流・連携の取組 地域や地域住民との交流・連携に関する取組みを実施し、地域交流の支援を実施し

ているか 

A A 

2.地区センター委員会の設置・開催 地域の代表や利用者、公募の市民などで構成する地区センター委員会を設置し、

意見等を施設運営に取り入れているか 

A A 

     

V．収支状況  A A 

 1.指定管理料の執行状況 指定管理料は適正に執行されているか A A 

2.収支決算状況 予算と決算に大幅な相違がないか、収入-支出がプラスになっているか 0 0 

3.ニーズ対応費の執行状況 ニーズ対応費の執行状況について、ニーズに対応した支出となっているか   

4.利用料金収入実績 事業計画書等で示した利用料金収入の目標値がどの程度達成されているか   

5.経費節減の取組 経費節減のための努力を行っているか   

Ⅶ．評価結果のまとめ 
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地区センター評価総括 

項目 指定管理者自己評価 第三者評価機関特記事項 

I．総則 指定管理者として選定を受けた際、ス

ポーツ会館設置時の目的に基づき、実

態として運営していた地元住民（旧運

営委員会）の方々に受け入れていただ

けるよう最初の２年間は以前の形を踏

襲するようにしました。３年目の今年

度から当社の独自性を出せるよう現場

研修に力を入れております。 

・利用者が安心して利用できる体制づ 

くり、地域の人たちの交流の支援など、 

適切に行われていると認められます。 

・従来の踏襲から次の段階として独自 

性への取り組みが期待されます。 

・施設の設置目的や運営方針に則り、 

地域の住民に無くてはならない施設とし

て今後とも期待しております。 

II．施設・設備の維持管理 現場スタッフが４時間毎に見回りを

し、安全・安心に施設をご利用頂ける

ように心がけております。 

また、スタッフミーティングを行った

ときは、終了後、施設外回り及び施設

隣接部の清掃・草取りをします。 

・年間計画による定期点検清掃、チェ 

ツクシートを活用したスタッフの日常 

の見回り点検、更に本部職員による点 

検など、適切な管理が行われていると 

認められます。 

・施設スタッフと運営委員会の努力や地

域住民の協力で利用者が安全で安心し

て利用できる状態に保持しつづけられる

よう期待しております。 

III．運営業務及び 
サービスの質の向上 

限られた原資の中で、いかに効率よく

サービスの質を上げるかをスタッフミ

ーティング等で考え、実践しているつ

もりですが、館長が原則的には不在の

ため、現場レベルで判断できない事が

多く、臨機応変・即時対応という点に

おいては限界があります。不備な点に

対応するべくＨＰ・ご意見ダイヤル・

利用者アンケート・自主事業に関する

アンケート等を行い、情報を収集し、

現場にフィードバックしています。 

・日常業務のマニュアルが具体的に整 

備され、チェックシートと報告書によ 

り、業務は着実に実施されています。 

・法人のノウハウを活かした自主事業 

は、社会的ニーズにマッチしているも 

のとして評価できます。 

・一部多様なメニューを取り始めてい

るものの、今後、より一層の展開が期

待されます。 

 

IV．地域及び地域住民との連携 地域の行事にはできるだけ参加し、積

極的に意見交換を行っています。また、

自治会等の会合や消防団の練習、ＰＴ

Ａの卒業イベント等で体育室や会議室

を使う際はできるだけ融通をつけま

す。 

・左記も含め、運営委員会の開催や様々

な機会を活用して、地域との連携を図

っていると認められます。 

・今後より計画的・積極的な取組が期

待されます。 

 

V．収支状況 スポーツ会館を当社の部門と位置づ

け、本社経理部で管理しています。（勘

定奉行ソフト）しかし、決算月が違う

関係上、別途フォーマットを作り対応

しています。公認会計士が毎月全体を

・予算に対して、費用管理も（むだを省

きスタッフの方々、地域住民・利用者の

皆様の協力もあり節減に努め）適切に行

われており、会計処理も会計士のチェ

ックにより、適切と認められます。 
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チェックしています。 

VI．その他 利用料金制ではなく、無料で利用でき

る設備のため、当社の努力によって売

上をあげるという事ができません。基

本的には、現場人件費で指定管理料の

約７割強はなくなってしまいます。間

接労務費、修繕費等をもっとかければ

よいものが提供できるはずですし、常

勤の館長が雇用出来れば管理も今以上

に行き届くはずです。原資が確保でき

ない以上サービス等に限界を感じてし

まいます。スポーツ会館は地区センタ

ー条例に沿った形で運営しなければい

けないことは承知ですが、常勤者もお

らず、利用料金もない、簡単な言い方

をすれば企業努力の仕様がない点を十

分考慮に入れていただきたいと考えま

す。 

・少ない予算を最大限に活用すべく、 

法人のバックグラウンドを有効に活用 

した取り組みがなされています。 

・インセンティブについては、制度の 

問題になりますが、新しい、市の「指

定管理者制度運用ガイドライン」等で

は、随所に改善もなされていることか

ら行政とのすり合わせの上、より良い

解決の方向が期待されます。 

・まずは、３館運営のスケールメリッ 

ト活用や法人ならではの創意工夫によ 

り、地域の人たちのより高い評価と支 

持を得ることなどを通じて、制度上の 

必要な要望に関しては、今般、自主事

業の参加負担金等の改善もあり行政と

のすり合わせご相談方々、より良い解

決の方向を期待しております。 

 

評価結果についての講評 

従来を踏襲する館の管理運営は着実に実施されています。法人は長年、民間企業としてテニスクラブを経営してきた立 

場から、１項で表明されている他に比類のない「独自性」を昨今の健康＆スポーツ重視の時代背景のもと、大いに発揮

していくことが期待されます。そのためには、改めて「こんな館にしたい」という想いを全員で再確認し、市の要求基

準で示された方向に従い、ＰＤＣＡ管理、標準に基づく管理などによる民間企業ならではの管理運営の深堀が期待され

ます。今後も施設は建築後 30 年は経過していますが維持管理の努力で、利用者が安全に、安心して利用できる状態を維持

しおります。地域住民をも巻き込んで一体になった自主事業が更に継続され、まさに地域住民の施設として運営されつづけら

れることを期待しております。 

 

指定管理者からの意見 

当社は、スポーツ健康産業に携わる民間企業の指定管理者として、地域のためにスポーツ会館を管理運営しております。

現行としましては、スタッフを常時 1 名でしか配置する事が出来ず、顧客満足度をあげることに限界がありますので、

利用料金制度の導入や自主事業の拡充が実現すれば、是非、以下の点を検討したいと考えます。１．複数でのスタッフ

勤務 ２．引き続きアンケートを継続して実施し、利用者からの生の声を聞き、実現可能かを含めた対応検討・公表を

し、利用者の満足度を上げていく。 

 


